観光交流空間づくりモデル事業（事前相談用）


「観光交流空間づくりモデル事業」

事前相談表記入要領

１．計画書様式への記入要領
【様式１-１】への記入方法
（１）計画策定者等

計画対象地域（以降、当該地域と呼ぶ）については都道府県名および市町村名で表記します。「位置図」については、主要施設・主要道路・鉄道・河川・市街地の分布などが分かるものとし、既存の地図を拡大あるいは縮小コピーして貼り込んでも構いません。計画対象市町村の範囲をはっきりと表示するようにしてください。
【様式１-２】への記入方法
【①観光戦略】

○地域の資源を活かし、訪れる人々を迎え入れるための戦略で、地域の取組みの方向付けとなるものです。

○具体的には、以下の事項を検討し簡潔にとりまとめます。

（ア）地域の観光の現状と主要な観光資源の整理
【地域の観光の現状】

当該地域の観光の現状及び問題点等を簡潔に整理します。

（イ）期待される主要な観光客層の想定
国内外のどの地域からどのような観光客層を迎え入れることを想定しているかについて、整理します。

（ウ）「観光交流空間づくり」のテーマと方針の設定

長期的な視点を含め、当該地域における「観光交流空間づくり」のテーマと、地域全体に関わる戦略としての方針を記入してください。

（エ）アウトカム目標（効果の客観的な目標）および目標年次の設定

計画の実現に向けて自主的に計画の進行を管理していくため、本モデル事業の効果を客観的に把握・評価するための目標を設定します。単なる希望ではなく、一定の努力のもとで実現可能性のある目標値を定めるようにします。

【様式１-３】
【②事業プラン】

○観光戦略の実現のために必要な事業や施策を定めます。「観光交流空間づくり」を達成するための課題を解決するために実施する事業を、当該課題ごとに記載します。

○記載する各事業について、（ア）核となるソフト事業（地域団体（NPO）等が行うもの、民間事業者が行うもの、の２種類に分ける）、（イ）民間ハード事業（民間事業者や地域団体等が行う）、（ウ）公的関連ソフト事業・施策（行政が行う規制・誘導施策等）、（エ）公的関連ハード事業（行政が行う基盤整備等）が分かるように記述します。
○課題に対応するための事業
観光戦略の（エ）で挙げた各課題を(a)欄に示し、これに対応するための事業を(b)欄に示します。なお、((b)欄に示した事業が複数の課題に対応することが分かるように、(a)欄の課題が関係するものについて、(b)欄に各事業毎の事業名を記入します。また、(c)欄には(b)欄に記述した事業の事業概要と事業主体を記述します。特に、公的関連ハード事業については、観光戦略に関連する基盤整備等に係る国土交通省所管事業（直轄・補助）あるいは地方単独事業等まで記述をお願いします。
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